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遼
史
食
貨
志
に
見
は
れ
れ
ト
る
経
済
思
想

穂

積

文

雄

園田

と
の
小
楠
ば
遼
由
民
食
貨
士
山
を
繊
い
て
そ
と
に
伺
は
れ
る
経
済
思
畑
山
を
拾
は
む
と
す
る
さ
さ
や
か
た
る
試
で
あ
る
。

波
史
食
貨
士
山
は
陛
代
食
品
貝
士
山
の
な
か
で
も
且
止
に
於
て
見
れ
ば
最
小
で
あ
る
が
、
貨
に
就
い
て
見
れ
ば
最
よ
〈
撃
て
ゐ
る
ら
ち
の
一

っ
と
云
へ
る
。
そ
れ
は
被
然
と
挙
が
切
ら
れ
節
が
分
け
ら
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
友
く
、
た
だ
全
髄
の
中
程
で

k
下
の
二
部
に
分
か
た

れ
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
通
読
し
て
見
る
と
序
論
本
論
結
論
と
前
後
相
照
腹
し
、
首
尾
一
貫
し
て
そ
乙
に
自
ら
一

ω整
然
た
る
瞳

系
を
構
成
す
る
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

党
づ
そ
の
序
論
に
あ
た
る
と
こ
ろ
よ
り
見
る
に
、
そ
れ
は
そ
も
/
¥
食
貨
な
る
も
の
が
遼
に
於
て
何
故
に
且
如
何
に
起
る
か
の
問

題
か
ら
論
を
始
め
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
澄
史
食
貨
志
と
し
て
ま
と
と
に
論
理
的
左
記
惑
の
開
始
と
し
て
賞
讃
に
位
す
る
こ

と
を
忘
れ
て
な
ら
ぬ
と
思
ふ
が
、

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
然
ら
ば
そ
れ
は
い
か
に
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
か
と
云
へ
ば
安
の
如
く
で
あ

る
。
日
く
、

遼
史
食
貨
志
に
見
ほ
れ
た
る
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

八
六
五

第
六
扱

七
宝L



遼
奥
食
貨
志
に
見
は
れ
た
る
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

八
六
六

第
プヰ
披

七
ノ、

契
丹
奮
俗
。
共
官
以
馬
。
共
彊
以
兵
。
縦
馬
於
野
。
施
兵
於
民
。
有
事
而
戦
。
強
騎
介
失
。
卯
命
辰
集
。
民
逐
水
平
。
入
仰
漕

酪
。
挽
強
射
生
。
以
給
日
間
。
襖
糧
第
変
。
道
在
是
実
。
以
目
疋
制
勝
。
所
向
無
前
。

及
共
有
因
。
内
建
宗
廟
朝
廷
。
外
世
郡
勝

教
守
。
制
度
目
増
。
経
費
日
成
。
上
下
相
師
。
服
御
浸
盛
。
市
食
貨
之
問
。
斯
居
刷
急
実
。

そ
れ
は
要
す
る
に
、
遼
闘
を
建
設
せ
る
契
丹
族
は
も
と
遊
牧
騎
射
の
族
で
、
生
活
簡
易
、
制
度
簡
単
、
従
て
食
貨
の
と
Er一
は
別
に

改
め
ど
問
閣
と
す
る
に
も
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
文
化
漸
く
地
ん
rL
附
闘
を
建
て
る
に
及
ん
で
、
生
析
も
向
上
し
、
制
度
も
被

相
柑
と
殺
り
、
震
に
闘
費
日
に
増
し
、
従
て
と
れ
を
既
ふ
た
め
に
食
貨
の
↑
遣
が
念
務
と
た
る
に
亘
っ
た
と
一
E
ふ
の
で
あ
り
、
そ
し
寸
そ

の
こ
と
は
支
那
の
歴
史
が
北
方
の
笹
族
が
中
原
に
攻
め
入
り
漢
族
を
征
服
し
な
が
ら
、
逆
に
漢
族
の
丈
化
に
同
化
せ
ら
れ
て
新
に
攻

め
来
る
北
方
の
蛮
族
に
よ
り
て
亡
師
比
さ
れ
る
と
と
の
繰
り
返
へ
し
に
於
て
成
立
つ
と
と
を
よ
〈
示
す
黙
に
興
味
浅
か
ら
ざ
る
を
舞
え

ざ
る
を
得
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
今
経
済
思
想
史
の
立
揚
よ
り
よ
〈
乙
の
伺
を
味
は
っ
て
見
る
と
き
、
私
は
そ
こ
に
孟
子
の
攻
の
言
葉

を
畑
山
起
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
一
草
子
は
同
ふ
、

白
圭
日
吾
欲
二
十
而
取
一
如
何
。
孟
子
日
子
之
道
務
道
也
。
高
室
之
園
一
人
陶
則
可
乎
。

日
不
可
器
不
足
問
也
。
同
夫
幹
桁
五
穀

不
生
惟
黍
生
之
。
無
城
郭
官
室
宗
廟
祭
紀
之
問
。
無
諸
侯
幣
吊
饗
時
間
。
無
百
官
有
司
。
故
三
十
取
一
而
足
也
。
今
居
中
図
去
人

倫
無
君
子
如
之
何
共
可
也
。
陶
以
寡
且
不
可
以
峰
崎
図
。
況
無
君
子
乎
。
欲
軒
之
於
莞
舜
之
道
者
大
務
小
務
也
。
欲
宣
之
於
莞
舜

之
道
者
大
袋
小
品
開
也
。
(
孟
子
、
巻
第
士
一
、
骨
子
章
勾
下
)

そ
し
て
そ
れ
は
案
外
の
蛍
族
は
賦
課
少
く
し
て
可
な
ら
む
も
丈
化
高
き
民
は
賦
課
少
く
し
て
は
不
可
で
あ
る
、
蓋
し
、
徒
ら
に
軽

賦
薄
歓
を
鳴
へ
て
賦
課
少
き
に
失
す
る
は
と
れ
園
を
野
制
留
に
陥
れ
る
も
の
に
外
在
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、



一
は
園
が
野
同
盟
よ
り
文
化
に
進
む
か
ら
食
貨
の
要
が
起
る
と
一
去
び
、
他
は
文
化
闘
が
賦
数
百
ザ
一
徐
り
に
少
く
す
れ
ば
野
鐙
闘
に
後
退
ナ

る
と
云
ふ
も
の
で
、
二
者
は
結
局
一
つ
の
こ
と
を
反
針
の
方
向
か
ら
一
就
く
も
の
に
す
ぎ
や
、

そ
の
意
味
す
る
と
乙
ろ
は
一
に
腕
ず
る

を
知
る
。
従
で
五
日
々
は
遼
史
食
貨
志
の
前
掲
の
伺
に
於
て
孟
子
の
思
想
が
再
現
せ
ら
れ
て
居
る
と
一
京
ふ
乙
と
が
で
き
る
か
島
田
山
ふ
。

か
〈
て
吾
々
は
宏
づ
そ
も
/
¥
食
貨
そ
の
も
の
が
何
故
に
起
る
か
の
論
遁
を
明
に
し
た
と
忠
ふ
の
で
あ
る
が
、
突
に
然
ら
ば
そ
の

食
貨
は
如
何
に
し
て
起
る
か
。
そ
れ
は
遼
史
食
貨
士
山
に
よ
れ
ば
、
五
京
、
長
春
、
遼
四
、
平
州
に
躍
鎖
、
柿
押
還
、
度
支
、
銭
吊
の
諸

司
を
泣
き
て
そ
の
出
納
を
掌
ら
し
む
る
を
見
る
。
従
て
遼
一
史
食
貨
志
は
か
く
て
州
現
す
る
食
貨
の
諸
現
象
形
態
を
絞
漣
す
る
と
と
に

於
て
成
立
つ
べ
き
で
る
る
が
、
遼
山
九
食
貨
志
は
そ
の
詳
細
は
い
ま
や
こ
れ
を
悉
く
す
こ
と
が
で
き
ぬ
が
、
そ
の
犬
捜
は
葎
史
に
散
見

「
る
と
と
ら
に
よ
り
で
ど
れ
佐
知
る
と
み
が
で
き
る
か
ら
と
一
去
っ
±
農
致
、
但
賦
、
臨
欲
、
貿
易
、
銭
幣
、
翠
牧
に
」
成
い
で
そ
れ

ふ
¥
類
に
よ
り
で
蒐
集
整
理
し
て
渥
史
食
貨
志
P
編
ん
で
遼
代
食
貨
必
大
略
を
侍
ヘ
ム
り
こ
と
に
な
る
。
然
し
な
い
か
ら
か
く
展
開
せ
ら

れ
る
記
述
は
殆
ど
経
柑
何
事
実
の
綾
辿
で
あ
る
が
、
凡
そ
経
済
事
貨
の
背
後
に
は
経
済
思
想
が
横
は
っ
て
ゐ
る
壮
一
口
で
あ
る
か
ら
、
私
は

こ
れ
か
ら
そ
れ
を
探
ぐ
り
、

い
さ
さ
か
順
序
を
た
て
て
論
述
の
筆
を
進
め
よ
う
と
忠
ふ
。

ーー

す
で
に
遁
べ
た
る
が
如
〈
涯
に
於
い
て
食
貨
は
国
家
が
帯
出
展
し
て
用
帯
多
端
と
な
る
に
及
び
、
そ
の
用
に
際
宇
ぺ
く
起
り
来
る
。

国
家
多
端
の
用
裕
を
充
た
す
た
め
に
は
先
づ
賦
敏
が
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
然
ら
ば
そ
れ
に
就
い
で
は
そ
こ
に
如
何
在
る
思
細
川
が
見

出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
濯
に
あ
り
て
は
太
楓
の
時
始
め
て
で
は
あ
る
が
す
で
に
韓
延
徽
を
し
で
闘
用
を
制
せ
し
め
た
と
云
ふ
こ
と

を
知
る
に
と

F
ま
り
、

又
太
宗
は
五
京
戸
丁
を
籍
し
て
賦
税
を
定
め
た
が
そ
の
戸
丁
の
数
は
遼
史
食
貨
志
に
よ
れ
ば
「
無
於
所
考
」
と

遼
史
食
貨
志
に
見
ほ
れ
た
る
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

八
六
七

第
六
強

セ
b 



遼
虫
食
貨
志
に
見
ほ
れ
た
る
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

八
六
八

第
六
競

七
l¥. 

あ
る
か
ら
、
吾
k

は
遼
史
実
貨
志
に
闘
す
る
限
り
、
そ
こ
に
何
等
特
別
注
意
に
値
す
る
経
済
思
想
を
見
出
す
を
得
た
い
。
も
し
強
い

て
云
へ
ば
彼
等
蛍
族
も
漸
〈
中
図
の
文
化
に
浴
す
る
に
及
び
て
租
税
牧
入
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
云
ふ
思
想
が
こ
れ
ら
の

事
賓
に
よ
り
て
親
書
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
と
と
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
は
王
日
々
は
す
で
に
前
節
に
於
て
こ
れ
を
論
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
い

ま
再
び
こ
れ
に
就
い
て
賢
一
品
す
る
を
安
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
そ
の
後
聖
宗
の
代
に
入
り
て
記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
公
問
、
閑

m.
私
川
の
制
は
注
目
陀
他
ず
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
に
は
日
ふ
。

西
北
之
裁
。
毎
裁
長
時
一
夫
Nm
供。

一〈

it--と
1
0

一
↓
ブ
計
五
日

手

--4KLrzy-党
c
2
K
F
A
r
A
Z
ピ
ん
t
1
4
H
文
士
、
じ

2
ヨ
完
投
c

ヰ
ノ
'
軍
事
'
l
J
九
ノ
イ
官

E
T
2
/
E
1
1
1
4
'
E
5
1
4
4葉

ー
へ
百
認
譲

1
ι
v
ψ
時

q
z
」
ヨ
4

故
太
平
七
年
詔
諸
屯
町
在
官
。
斜
面
米
不
得
抱
貸
。
在
屯
者
カ
耕
公
問
。

r

小
品
輸
税
賦
。
此
公
同
制
也
。
飴
民
慮
募
。
或
治
関
回
。

或
治
私
問
。
則
計
畝
出
田
求
。

以
賦
公
上
。
十
五
年
。
募
民
耕
渡
河
瞭
地
。
十
年
始
租
。
此
在
官
悶
悶
制
也
c

メ
詔
山
前
後
未
納

税
戸
並
於
密
雲
燕
紫
雨
脚
制
。
占
問
置
業
入
税
。
此
私
刊
制
也
。

蓋
し
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
公
目
、
閑
問
、
私
同
の
制
は
、
公
回
は
漫
境
に
於
け
る
屯
田
制
で
、
そ
れ
に
於
て
は
農
時
は
偵
候
し
、
又

タ
ヒ
ラ
カ

ば
公
岡
を
治
め
、
「
回
を
易
に
し
穀
を
積
み
」
以
て
軍
簸
を
給
し
、
ぞ
の
代
り
に
校
駄
を
輪
せ
む
も
の
で
あ
り
、
関
田
は
荒
蕪
の
地
を

開
耕
せ
し
む
る
も
の
で
従
て
租
税
は
始
め
の
十
年
間
だ
け
は
売
除
さ
れ
る
が
そ
の
後
は
私
田
と
同
じ
〈
、
私
同
は
普
遁
の
回
を
治
め

る
も
の
で
租
税
は
畝
に
感
じ
て
粟
を
公
上
に
出
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
遼
に
あ
り
ナ
一
は
そ
の
財
政
牧
入
を
主
と
じ
て
農

業
に
仰
ぐ
と
一
五
ふ
田
山
畑
山
の
存
在
ぜ
る
こ
と
を
忠
は
し
め
や
ん
ぼ
沿
か
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
し
で
そ
れ
は
や
が
て
遼
に
於
け
る
重
農

思
想
を
招
来
す
る
所
以
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
か
し
そ
れ
に
就
い
て
は
次
に
節
を
改
め
て
述
ぺ
る
こ
と
と
す
る
。

一ー一



上
述
せ
る
と
こ
ろ
よ
り
し
て
吾
々
は
遠
の
斌
欽
が
殆
左
全
く
農
業
に
傍
存
す
る
が
如
く
で
あ
る
を
知
る
と
と
が
で
き
る
。
然
ち
ば

そ
こ
に
重
農
思
想
が
生
中
る
に
至
る
は
営
然
と
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
。
事
責
謹
史
食
貨
志
を
諌
む
と
き
は
私
は
こ
と
に
も
亦

主
義
忠
怨
の
き
は
め
て
濃
厚
友
る
を
感
得
せ
ざ
る
を
得
ね
。
蓋
し
、
重
農
政
策
は
草
農
思
想
の
資
現
で
あ
り
、
従
て
霊
農
政
策
の
あ

る
と
と
ろ
、
そ
の
背
後
に
軍
農
息
怨
の
存
在
を
想
定
す
る
を
得
る
わ
け
で
あ
る
が
、

い
ま
試
に
遼
史
食
貨
志
に
於
て
重
農
政
策
の
記

誠
一
を
求
む
れ
ば
4日
h

は
た
ち
ど
こ
ろ
に
弐
の
如
〈
多
〈
を
あ
げ
る
と
と
が
で
き
る
。

「
喜
稼
橋
善
畜
牧
。
相
地
利
以
数
民
耕
。
」

「
勧
圏
人
樹
桑
麻
習
組
織
。
」

「
孫
丘
(
軽
賦
。
専
意
於
農
。
者

H

以
戸
口
滋
繁
3

」
一寸

太

{
一
不
合
同
初
勝
東
撤
三
刻
奏
減
斡
重
疾
。
趨
北
山
取
物
。
以
備
園
用
。
無
出
品
向
農
務
。
等
詔
有
司
劫
農
桑
数
紡
績
。

以
烏
古
之
地
水

草
壁
美
J

命
欧
昆
石
烈
居
之
。
盆
以
海
靭
水
之
主
口
地
潟
農
問
。

j
」

「
型
宗
乾
亨
五
年
。
詔
問
。

五
稼
一
本
張
。
開
担
市
而
代
民
税
。

観
鶴
居
州
災
。

罷
位
市
役
以
働
機
賞
。
L

市
(
聖
出
正
常
渇
藁
城
。

見
乙
室
奥
限
部
下
婦
人
辿
議
等
黍
過
熱
米
獲
。

法
一
八
助
刈
。
L

「
禁
諸
草
官
。
非
時
欧
牧
妨
由
民
。
」

「
間
関
蕪
臨
時
者
。
則
給
種
牛
以
助
之
。
」

右
は
重
農
政
策
よ
り
し
て
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
重
農
思
想
を
遁
求
せ
む
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
〈
霊
農
政
策
よ
り
重
農
思
想

を
追
求
す
る
ま
で
も
友
く
、
重
農
思
想
が
そ
れ
自
身
と
し
て
存
在
す
る
の
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
る
、
例
へ
ば
臼
く
、

「
駐
路
赤
山
宴
従
臣
。
問
軍
闘
要
務
。
左
右
封
目
。
軍
岡
之
務
。
愛
民
潟
本
。
民
宮
則
兵
足
。

兵
足
則
園
壇
。

上
深
然
之
。
是

年
詔
徴
諸
道
兵
。
的
戒
敢
有
傷
禾
稼
者
。
以
軍
法
論
。
」

「
本
師
韓
徳
譲
言
。
兵
後
遁
民
棄
業
。
禾
稼
棲
畝
。

募
人
獲
之
。
以

半
給
獲
者
。
」

「
政
事
令
室
坊
亦
言
。
山
西
諸
州
給
軍
奥
。
民
力
凋
倣
。
間
穀
多
聞
於
遜
兵
。
詩
復
今
年
租
。
六
年
霜
皐
災
。

民
銭
。
詔
三
司
奮
以
税
銭
折
粟
。
佑
債
不
買
。
共
増
以
利
民
。
又
徒
吉
越
一
葉
居
民
三
百
戸
干
棲
順
剤
三
州
。
揮
沃
壊
。
給
牛
種

蓬
史
食
貨
志
に
見
ほ
れ
た
る
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

八
六
九

第
六
競

七
九



泣
史
食
貨
志
に
見
は
れ
た
る
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

八
七
O

告事
ノ、

鋭

l¥. 

.0 

穀
。
」

「
興
宗
邸
位
。
遣
使
閲
諸
道
禾
稼
。

円
疋
年
通
折
戸
口
。

詔
回
。

殿
於
早
歳
。

朝
田
知
稼
稽
力
制
問
者
。

庚
務
耕
転
。

空
間

総
納
家
食
者
。
会
尉
種
植
。
多
至
流
亡
。

笠
通
検
指
普
途
均
卒
。

禁
諸
峨
官
ぷ
得
摺
也
酒
康
穀
。

有
婚
祭
者
。

有
司
給
文
字

始
諒
o」

か
〈
軍
農
思
想
が
根
強
く
存
し
、
従
て
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
か
く
も
重
農
政
策
が
行
は
れ
る
と
一
五
ふ
と
と
は
こ
の
時
代
に
於
て
農

業
は
や
は
り
諸
産
業
中
に
在
り
て
他
の
も
の
と
比
較
を
絡
す
る
極
め
て
重
大
な
る
位
置
を
白
む
る
客
観
的
状
勢
の
営
然
の
師
結
と
解

す
べ
き
で
あ
ら
う
ο

そ
し
て
か
〈
ま
で
軍
最
政
策
が
行
は
れ
る
と
し
て
も
、
も
と
/
(
L
法
業
は
自
然
に
傍
存
す
る
と
と
わ
多
き
も
の

た
る
故
に
、
そ
れ
与
の
努
力
に
も
か
か
は
ら
や
自
然
の
気
ま
ぐ
れ
の
ま
に
ま
に
年
に
豊
凶
の
差
あ
る
を
如
何
と
も
た
し
難
い
。
し
か

も
農
業
が
か
く
も
重
大
友
る
位
置
を
占
む
る
と
き
そ
の
凶
年
餓
鎮
の
際
に
招
来
す
ぺ
き
結
果
は
忍
ひ
半
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
た
け
れ

ば
な
ら
ね
。
そ
こ
で
乙
と
に
そ
れ
に
謝
す
る
策
が
考
案
さ
れ
る
の
は
極
め
て
自
然
で
あ
り
、
営
然
で
な
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。

か
く
て
吾

々
は
そ
こ
に
又
義
人
届
た
る
制
度
の
出
現
を
見
る
乙
と
と
友
る
。
卸
遼
史
食
貨
志
に
於
て
五
回
K

は
吹
の
如
き
諸
々
の
詔
の

F
る
を
見
る

所
以
で
あ
る
。
日
く
、

「
諸
道
置
義
人
居
。
歳
秋
。
枇
民
随
所
獲
。
戸
出
粟
痔
倉
。
祉
司
籍
共
同
。
歳
倹
致
以
振
氏
。
」

「
南
京
奮
欠
義
合
粟
。
仰
勝
記
諸
寧

官
。
非
時
敗
牧
妨
農
。
』
「
朕
惟
。
百
姓
各
役
煩
重
。
則
多
給
工
債
。
年
穀
不
登
。
後
倉
以
貸
。
田
園
蕪
陵
者
。
則
給
牛
種
以
助

之。」

乙
の
義
倉
は
枇
に
属
す
る
者
が
協
力
共
同
し
て
以
て
農
産
物
を
有
り
徐
る
時
に
積
み
貯
へ
て
以
て
足
ら
ざ
る
時
に
愛
し
用
ム
る
現

物
に
よ
る
自
給
自
足
経
済
に
於
て
考
案
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

い
ま
伺
じ
事
情
が
貨
幣
の
介
在
す
る
交
換
経
済
の
下
に
置
か



れ
る
と
そ
こ
に
五
日
々
は
和
線
合
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
注
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
は
ち
遼
史
食
貨
志
に
同
ふ
。

ん
竹
和
纏
ん
お
。
依
阻
末
法
。
山
川
陣
易
持
制
。
詐
民
自
明
仮
貸
。
牧
息
二
分
。
所
在
無
慮
二
三
十
高
明
。
雌
旧
東
兵
奥
。
未
守
肘
乏
。

そ
し
て
こ
れ
ら
義
か
や
和
姥
会
は
京
農
忠
想
を
育
〈
む
土
壌
に
、
同
じ
く
京
農
思
想
よ
り
生
れ
同
で
た
る
夫
婦
松
と
も
稗
す
ぺ
〈

従
て
そ
れ
ら
は
貢
農
思
想
の
一
表
現
で
あ
る
と
視
宇
る
そ
妨
げ
ね
と
も
云
へ
る
か
と
忠
ふ
の
で
あ
る
が
、

し
か
も
と
の
場
合
、
倉
庫

そ
の
も
の
の
思
怨
は
邸
保
管
の
思
想
で
あ
り
、

そ
し
て
保
管
の
忠
想
の
奥
に
は
慣
値
の
賃
貸
的
友
時
間
的
移
陣
の
町
山
忽
が
ひ
そ
み
、

そ
れ
は
貫
に
流
通
の
範
暗
に
属
す
る
経
神
田
山
想
で
あ
る
こ
と
を
訟
は
指
摘
し
て
会
き
た
い
と
思
ふ
。

四

前
川
仰
に
於
て
心
川
砂
は
況
に
ぬ
付
る
荒
山
一
山
旧
山
川
山
社
間
ひ
、
議
に
於
-
-
如
何
に
誌
な
p
h
川
山
政
吐
ら
れ
る
か
や
一
日
~
た

D

仙
川
川
し
農
業
誌
へ
保

j

'

;

l

l

‘

l

i

!

:

 

認
さ
れ
れ
は
匝
丹
オ
足
る
と
は
一
五
〈
白
c

工
業
口
川
も
亦
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
於
て
は
榊
犬
す
る
欲
求
が
有
無
相
遁
じ
長
短

相
補
ふ
の
利
を
悟
ら
し
め
、
そ
こ
に
分
業
が
招
来
せ
ら
れ
、
交
易
が
不
可
避
と
友
ら
ね
ば
左
ら
ぬ
。
か
く
て
遼
史
食
貨
士
山
に
於
で
私

は
一
方
に
於
て
は
「
来
易
於
遼
者
。
道
路
組
問
崎
」
、
又
は
、
「
以
俸
羊
多
開
。
部
人
貧
乏
。
請
以
南
老
之
羊
及
皮
毛
易
商
中
之
絹
。
上
下

居
刷
使
。
」
と
交
易
の
賀
ら
す
利
盆
を
讃
へ
る
思
怨
h
f
見
、
他
方
に
在
り
て
は
、
「
交
易
法
壊
。
財
日
庭
而
民
日
間
実
。
」
と
一
度
交
易
が

社
結
せ
ん
が
物
質
の
補
給
を
得
る
能
は
や
し
て
祉
舎
の
物
質
生
活
の
運
醤
に
支
障
を
来
し
、
民
衆
は
困
苦
快
乏
に
陥
る
こ
と
を
道
破

し
で
以
て
交
易
の
重
要
性
を
認
識
肯
定
す
る
思
想
を
見
出
す
と
と
も
に
更
に
、
従
て
こ
の
交
冒
却
を
闘
滑
に
運
行
せ
し
む
る
が
た
め
に

交
易
に
於
け
る
正
義
を
強
調
す
る
思
想
の
頼
れ
居
る
を
大
な
る
讃
嘆
を
以
て
眺
め
る
の
愉
快
を
有
つ
。

日
く
、
「
令
有
司
論
諸
行
宮

布
吊
短
狭
不
中
尺
度
者
。
不
明
於
市
。
」

遼
史
食
貨
志
に
見
ほ
れ
た
る
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

^ 七

第
六
棋

^ 



遼
史
食
貨
本
に
見
は
れ
た
る
艦
梼
思
想

第
四
十
九
巻

^ 
七

第
六
都

^ 

五

す
で
に
交
易
が
上
掲
の
引
用
に
於
て
伺
ふ
が
如
き
と
こ
ろ
に
ま
で
愛
展
し
て
来
れ
ば
、
そ
こ
に
交
易
の
手
段
と
し
て
貨
幣
が
登
場

し

従
て
と

L
に
貨
幣
に
闘
す
る
思
想
の
存
在
が
約
束
せ
ら
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
。

そ
と
で
い
ま
そ
れ
を
伺
へ
ば
、

先
づ
「
以
土
産
多

銅
。
始
川
辺
銭
幣
。
太
組
札
バ
エ
」
襲
而
則
之
。
品
世
致
常
時
四
。

以
開
帝
業
0

」
と
る
る
を
見
る
が
、
少
く
と
も
私
は
そ
れ
に
於
て
官
岡
加
兵
営

〆
L
U

Z
U

ツ
ト
ウ
と

1
、

そ
し
て
、
首
刷
出
兵
と
穴
ふ
も
跡
、
兆
一
も
'V胤
に
於
℃
始
め
勺
可
能
で
あ
る
と
考
へ
、
然
ら
ば
何
を
以
℃
闘
は
(
品
み

何
を
以
て
岡
は
舎
一
づ
し
〈
な
る
の
か
、
岡
家
の
興
隆
と
衰
亡
を
支
配
す
る
富
と
は
何
ぞ
や
と
云
へ
ば
、
す
た
は
ち
官
同
貨
幣
、
ム
ザ
一
〈

と
も
よ
っ
て
以
て
貨
幣
を
銭
迭
す
る
地
金
銀
に
於
て
成
立
つ
と
す
る
、
欧
洲
近
世
に
於
け
る
初
期
メ
ル
カ
ン
チ
リ
ス
テ
ン

K
通
告
y

る

考
へ
方
を
見
ざ
る
を
得
ぬ
。

貨
幣
に
閲
し
て
は
ま
た
突
の
如
く
漣
ぷ
る
を
も
見
る
の

日
く
、

「
世
之
論
銭
倣
問
者
。
一
恒
息
共
重
滞
之
難
。
致
鼓
戸
時
之
弗
給
也
。
於
是
橋
倣
m
格
昌
之
訟
興
語
。
問
北
之
泊
舟
椙
。
比
之
東
南
e

十
纏

二
一
。
遼
之
方
盛
。
貨
泉
流
街
。
闘
用
以
股
。
給
成
賞
征
。
賜
奥
億
高
。
未
聞
布
所
詩
格
幣
也
。

又
何
誼
而
敦
北
バ
使
敗
。
此
縦
一

他
。
葎
儲
新
鏡
並
掠
氏
周
故
也
o」

い
ま
と
れ
を
積
む
と
私
は
蛍
時
、

と
云
ヲ
て
も
と
の
場
合
の
営
時
は
遼
の
時
代
を
指
す
よ
り
も
遼
史
の
撲
者
の
時
代
を
指
す
と
と

に
た
る
か
と
息
ふ
が
、
営
時
紙
幣
殻
生
の
囚
を
硬
貨
の
軍
〈
し
て
携
帯
運
搬
に
不
便
な
る
こ
と
、
或
は
硬
貨
の
不
足
に
師
す
る
と
と

が
す
で
に
通
説
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
た
と
と
を
知
る
と
と
が
で
き
る
と
ト
も
に
ま
た
遼
史
の
撰
者
が
遼
の
世
に
於
て

E
額
の
貨
幣
を

必
要
と
し
た
に
も
か
ミ
は
ら
や
紙
幣
の
山
内
現
を
見
ゑ
か
ワ
た
と
と
を
指
摘
す
る
と
と
に
よ
り
て
先
づ
右
の
紙
幣
務
生
の
通
説
中
の
第



二
の
も
の
を
否
認
す
る
を
見
る
。
然
ら
ぽ
遼
の
世
に
於
て
豆
額
の
貨
幣
を
要
し
た
る
に
も
か
L
は
ら
や
紙
幣
の
強
行
を
見
や
し
で
す

ん
だ
の
は
何
故
か
と
一
五
へ
ば
、

そ
れ
は
一
銭
儲
新
銭
相
並
ん
で
M

北
川
を
散
し
た
か
ら
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
更
に
迭
の
世
に
紙
幣
が
行

は
れ
や
貨
幣
は
凡
て
硬
貨
で
あ
る
と
す
れ
ば
携
帯
運
搬
に
不
使
で
流
泊
に
文
障
を
来
し
た
か
と
云
へ
ば
貨
幣
は
よ
〈
流
通
し
た
L
1ム

ふ
の
で
る
る
か
ら
、
硬
貨
は
流
泊
に
不
便
だ
か
ら
紙
幣
が
出
現
す
る
と
-
-
ム
ふ
沿
の
紙
幣
技
生
の
第
一
の
川
山
も
ま
た
否
認
せ
ら
れ
て

ゐ
る
と
餅
廿
ね
ば
た
ら
ぬ
と
と
に
な
る
と
忠
は
れ
る
。

然
し
私
は
や
は
り
一
迎
試
の
方
が
正
し
ぐ
澄
史
食
作
品
志
の
撲
年
刊
の
一
辿
設
否
認
の
川
山
相
仙
の
方
が
無
川
一
で
あ
り
、

従
て
否
認
せ
ら
れ
ね
ば

な
ら
ね
と
忠
ふ
。
山
川
和
杭
透
一
見
食
貨
志
の
叫
明
者
は
動
か
し
雄
い
現
賓

ω
事
費
に
嫁
U
て
泊
誌
を
粉
体
せ
る
か
に
兄
ゆ
る
。
然
し
な
が
ら

そ
の
出
品
質
は
川
市
し
て
そ
れ
限
椛
ぽ
不
抜
た
動
れ
し
俳
い
も
の
?
あ
る
が
ど
う
か
ピ
間
活
で
あ
る
。
す
た
は
ち
た
づ
濯
の
附
に
於
け
る

日
制
の
貨
幣
を
要
し
た
の
に
紙
幣
に
よ
ら
や
し
て
約
ん
だ
と
一
山
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
致
鼓
鋭
之
弗
給
引
っ
於
日
一
人
械
倣
山
補
佐
之
訟
飢
ハ

薦
。
」
を
否
定
す
る
わ
け
で
る
る
が
、

い
ま
そ
の
遼
史
食
貨
士
山
に
於
て
「
杭
費
治
穣
。
鼓
戸
時
的
荏
向
。
凶
川
不
給
。
」
と
云
っ
て
ゐ
る
の
は

一
般
ど
う
し
た
こ
と
か
。

と
の
ね
り
は
勿
人
削
一
の
事
貨
を
説
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
同
時
に
ま
た
一
の
ノ
ル
ム
の
表
現
の
件
釘
を
も

っ
て
印
刷
る
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
行
か
ぬ
と
瓜
ふ
。

放
に
巨
額
の
費
用
を
賄
ふ
に
統
幣
の
必
要
友
か
り
し
は
遼
の
初
年
の
こ

と
に
嵐
し
、
と
の

一t

経
費
浩
穣
鼓
銭
的
奮
。

園
用
不
給
o
」
は
遼
の
末
年
の
こ
と
で
あ
る
と
云
び
て
逃
れ
る
こ
と
は
勺
汗
さ
れ
ぬ
と
忠

ょぬ
ぞ
れ
然
り
、
況
や
遼
史
食
貨
志
の
撰
者
の
通
説
排
撃
の
理
論
の
般
本
を
矯
す
と
こ
ろ
の
遼
の
世
に
紙
幣
を
兄
ぬ
と
云
ふ
重
大
事
資

を
単
に
「
未
聞
有
所
詞
橋
幣
也
。
」
と
片
づ
け
て
し
ま
ふ
こ
と
が
川
市
し
て
許
さ
れ
作
る
こ
と
で
あ
る
か
ど
う
か
。

と
れ
も
ま
た
問
題
で

遼
史
食
貨
志
に
見
ほ
れ
た
る
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

八
七
=
一

第
六
競

i¥. 



遼
史
会
食
芯
に
見
ほ
れ
た
る
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

八
七
四

第
六
披

J¥. 

四

あ
る
。
宋
に
於
て
大
に
禁
法
し
た
と
云
は
れ
る
紙
幣
が
宋
と
交
渉
浅
く
な
か
っ
た
涯
に
於
七
山
本
し
て
存
し
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
か
。

勿
論
政
府
務
行
の
紙
幣
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
友
が
ら
資
質
上
紙
幣
の
役
割
を
泌
や
る
も
の
が
あ
り
は
し
友
か
っ
た
か
。

遼
史
食
貨
士
山
の
撰
者
が
「
未
聞
町
問
調
緒
幣
」
と
云
ふ
場
合
、
そ
の
紙
幣
の
w

っ
ち
に
果
し
て
寛
賞
上
紙
幣
の
役
割
を
慣
や
る
も
の
を
も
合

め
て
-
ぶ
っ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。

そ
う
で
左
い
と
す
れ
ば
、

涯
史
食
貨
志
の
一
撰
主
刊
の
羽
疏
反
駁
は
成
ー
す
る
と
は
式
へ
肉
、

況
や
準

ん
で
と
の
成
義
に
於
M

り
る
紋
幣
山
存
心
化
が
い
げ
流
せ
ら
れ
で
も
す
れ
ば
政
銭
円
北
ら

Lr
し
℃
紙
幣
現
は
る
と
の
泊
泌
hr」
涜
ヘ

JAMb
と
「
る

遼
史
食
貸
志
機
者
の
思
論
が
額
へ
さ
れ
る
と
同
時
に
、
ま
た
破
貨
が
運
搬
に
不
便
友
る
が
放
に
紙
特
が
出
現
す
る
と
す
る
週
一
訟
の
否

定
も
ま
た
否
定
せ
ら
れ
る
こ
と
に
た
る
こ
ー
と
ま
た
改
め
て
説
く
ま
で
も
友
い
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

-晶-
~、

五
日

L
R

は
先
に
章
一
長
思
想
を
伺
ひ
た
る
と
き
に
、
す
で
に
そ
こ
に
枇
合
政
策
的
思
畑
山
の
数
k

を
宕
取
せ
ざ
る
を
如
何
友
か
ワ
た
は
や
で

あ
る
が
、

貧
は
か
く
の
如
き
思
想
は
遼
史
食
貨
士
山
に
横
溢
し
て
ゐ
る
と
云
つ
で
も
別
に
一
五
ひ
過
ぎ
で
は
友
い
と
忠
ふ
。

だ
か
ら
い
士

改
め
て
こ
れ
を
考
察
し
て
見
る
こ
と
が
必
要
と
忠
は
れ
る
が
、
す
る
と
そ
の
著
し
い
も
の
と
し
て
た
ち
ま
ち
に
し
て
次
の
如
き
も
の

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

日
〈

「
開
泰
中
。
沼
諸
道
貧
乏
。
百
姓
有
典
質
男
女
。
計
傭
償
。
日
以
十
文
。
折
議
選
父
母
。
」

「
共
災
沙
問
銭
以
振
貧
之
。
及
諸

LH

分
法
成
人
戸
。
」

「
撫
諸
部
。
明
賞
割
。
不
妄
征
討
。
国
民
之
利
而
利
之
。
撃
牧
議
息
。
上
下
給
足
。
f

一
「
民
有
則
我
・
行
。
一

一「

上

開
高
年
。
恵
鰍
家
。
賜
附
連
日
o」

い
ま
私
は
こ
れ
ら
の
伺
を
一

K

解
明
す
る
必
要
も
徐
裕
も
友
い
と
忠
ふ
か
ら
そ
れ
は
省
略
に
附
す
る
が
、
中
に
就
い
て
た
だ
次
の



諸
結
だ
け
は
こ
れ
を
注
意
す
る
と
と
に
し
た
い
と
忠
ム
。

先
づ
、
「
百
姓
有
典
質
男
女
」
は
人
聞
に
質
穫
を
設
定
す
る
事
賓
の
存
在
を
一
不
す
に
足
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
人
聞
に
質
権
を
設

定
す
る
事
賓
の
背
後
に
は
人
聞
を
物
財
閥
す
る
思
想
の
横
は
る
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
思
ふ
に
人
聞
を
物
財
閥
ず
る

思
怨
は
早
〈
奴
隷
に
於
て
明
瞭
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
か
ら
、
隷
農
に
王
て
も
ま
だ
こ
れ
を
認
知
す
る
と
と
が
で
き
る
。

然
し
そ
れ
ら
の
場
合
は
奴
隷
の
所
有
去
に
よ
り
て
奴
隷
が
物
財
と
し
て
取
り
扱
は
れ
、
対
建
諸
山
恨
の
立
揚
よ
り
し
て
隷
農
が
物
財
に

近
く
観
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
上
例
の
揚
合
に
於
て
は
一
家
の
内
に
あ
り
て
親
が
子
供
を
物
財
脱
し
、
少
く
と
も
物
財
閥
す

る
考
へ
方
伊
一
本
引
附
す
る
・
も
の
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
何
の
後
段
に
あ
る
「
選
父
母
」
に
よ
り
て
と
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ

}
に
同
日
川
咋
い
川

ふ
る

然
し
な
が
ら
巧
へ
て
兄
れ
は
こ
れ
を
点
一
い
山
口
の
決
昧
た
此
の
氾
怨
と
一
突
に
附
し
去
る
わ
け
に
は
ゆ
か
む
と

ー
、
、
っ

l
u
、ョ

E

a

v

 

F
ム

、

a

F
ム
v
υ
V
1
h
a
h
y
、、、

7
ゼ
由

7
・1
1
y
v司
く
d

如
き
思
想
以
A
つ
日
訟
ほ
そ
れ
後
半
で
た
っ
と
凶
断
一
一
刊
し
か
ね
る
と
忠
は
れ
る
か
ら
で
め
る
。

」

r
r
n
u

〆、

歪
l

「
身
を
賢
る
」
、

と
か
、

i

身
剛
躍
が
資
本
だ
、
」

と
か
、
ま
た
は
-
子
供
に
投
資
す
る
」
と
か
-
一
凶
ふ
一
一
員
集
が
い
ま
だ
に
皐
た
る
修
鮮
と

し
て
で
は
在
〈
し
て
用
ひ
ら
れ
、
そ
し
で
そ
れ
ら
の
一
五
葉
の
背
後
に
あ
る
思
想
は
す
た
は
ち
人
間
を
刷
物
硯
す
る
思
忽
で
た
い
正
は

一
ム
へ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

さ
れ
ば
い
士
遼
史
食
品
目
パ
士
山
に
於
て
典
貨
と
な
れ
る
者
そ
議
く
そ
の
雨
親
の
許
に
港
へ
す
こ
と
に
上
り
で
す
で
に
か
く
の
如
く
人
間

を
物
財
閥
す
る
考
へ
方
を
否
定
す
る
思
想
を
見
出
す
こ
と
は
喜
ば
し
き
と
と
で
あ
り
、

と
れ
を
こ
と
に
特
記
す
る
と
も
必
や
し
も
徒

劇
で
は
あ
る
支
い
と
忠
ふ
。

突
に
、
「
凶
民
之
利
而
利
之
。
」
並
に
一
氏
右
則
我
ナ
引
υ
」
は
何
れ
も
儒
出
訳
者
流
の
思
想
の
五
統
を
停
ふ
る
も
の
で
、
前
者
は
論
語
、

遼
史
食
貨
志
に
見
は
れ
た
る
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

八
七
五

第
六
披

i¥. 
五



遼
曳
食
貨
志
に
見
は

ιた
る
経
済
思
想

第
四
十
九
谷

八
七
六

第
六
競

八
六

発
日
第
二
十
に
「
子
張
日
何
謂
息
而
不
究
。
子
日
閃
民
之
所
利
而
利
之
。
斯
不
亦
点
以
而
不
費
乎
。
」
と
あ
り
、
後
者
は
同
じ
く
論
語
、

淵
顔
第
十
二
に
、
「
百
姓
足
。
君
勃
興
不
足
。
百
姓
不
足
。
君
-
以
阻
(
足
。
一
左
あ
る
を
想
起
す
れ
ば
、
そ
れ
は
容
易
に
瑚
解
の
で
き
る

と
と
ろ
で
あ
ら
う
。

ま
た
光
に
京
農
忠
畑
山
と
し
て
掲
げ
た
う
ち
の
「
定
通
検
析
。
地
日
一
途
均
平
-
h
r
枇
命
日
政
策
的
思
想
の
見
地
よ
り
見
て
亦
京
史
な
る
思
想

σ
あ
る
と
と
は
代
て
佼
-
川
、
佐
川
ゐ
る
の
市
対
江
主
と
と
九
で
あ
る
が
、
と
れ
志
た
、
角
川
五
叩
平
氏
消
十
六
に
円
札
ゆ
る
、

「
む
叫
ん
什
次
荷
。

不
応
募
而
息
不
判
。

よ
中
山
~
貧
而
山
此
不
安
心

議
拘
制
…
貧
。

j
c
:
l
 

干
h
'
u
z
o
ι
4
A
e
釧
'
保
〈
」

の
沼
加
山
を
汲
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
論
説
の
と

の
思
想
が
儒
案
者
流
侍
統
の
分
配
政
策
、
枇
合
政
策
の
中
心
忠
忽
を
翁
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
除
り
に
も
周
知
に
屈
す
る
と
こ
ろ
と

一
一
品
へ
上
ぅ
。
か
く
て
五
口
K

は
遼
史
食
貨
士
山
に
於
け
る
枇
品
開
政
策
的
思
想
に
於
て
儒
家
忠
畑
山
の
特
色
の
い
よ
い
よ
濃
厚
た
る
を
打
取
せ

ざ
る
を
得
ね
。

更
に
上
掲
の
諸
何
よ
り
腕
納
せ
ら
れ
る
枇
合
政
策
的
思
想
、
並
に
先
に
掲
げ
た
る
軍
最
思
想
に
於
て
行
取
せ
ら
れ
る
枇
合
政
策
的

川
山
相
山
、
従
て
ま
た
換
一
目
す
れ
ば
遼
史
食
貨
志
に
凡
ゆ
る
一
粧
台
政
策
的
思
想
を
泊
視
す
る
と
き
」
私
は
そ
の
枇
合
政
策
的
思
惣
が
忠
必
的

救
貧
一
的
思
想
の
特
色
を
帯
ぶ
る
こ
と
を
感
ぜ
ざ
る
を
ぬ
ね
。
そ
し
て
そ
れ
が
現
代
資
本

k
義
枇
品
川
に
於
け
る
持
資
川
の
滑
剤
、
乃
一
世

資
本
主
義
と
枇
品
目
主
義
の
附
版
迎
を
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
つ
ジ
ユ
ン
テ
1
ジ
ス
と
し
て
捉
へ
ら
れ
る
思
想
と
云
ふ

純
粋
な
る
姿
に
於
て
見
ら
れ
て
居
ら
ぬ
の
は
そ
の
時
代
が
未
だ
資
本
主
義
以
前
で
あ
り
、
従
て
ま
た
資
本
主
義
の
ア
ン
チ
テ

1
ジ
ス

と
し
て
の
枇
合
同
主
義
の
原
濯
が
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
出
現
せ
ざ
る
と
こ
ろ
に
於
て
も
と
よ
り
常
然
で
あ
る
こ
と
は
一
百
を
要
せ
ね

と
と
ろ
で
あ
る
。
然
し
訟
が
ら
か
く
の
如
き
思
想
は
枇
舎
が
そ
こ
ま
で
進
む
と
き
は
純
粋
た
姿
に
於
け
る
枇
曾
政
策
的
思
怨
に
進
む



も
の
で
あ
り
、
従
て
そ
れ
は
地
粋
た
る
枇
命
日
政
策
的
思
想
へ
の
萌
芽
形
態
と
考
へ
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

七

私
は
澄
山
九
食
貨
志
P
」
播
い
て
そ
と
に
見
出
さ
れ
る
経
何
忠
忽
を
拾
っ
て
と
れ
が
考
察
を
試
み
て
来
た
。
そ
し
て
今
筆
を
捌
か
ん
と

し
て
私
は
、
そ
れ
に
於
亡
儒
家
思
想
が
濃
厚
に
含
ま
れ
て
居
る
の
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
ぬ
。

だ
か
ら
私
は
そ
れ
を
考
へ
で
こ
の
小
稿
を

終
ら
う
。

思
ふ
に
支
郊
の
忠
畑
山
が
何
れ
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
支
郊
の
経
済
忠
想
も
た
秦
時
代
か
ら
前
渓
時
代
に
か
け
て
略
一
通
り
大
成
し

た
と
考
へ
ら
れ
る

3

そ
し
て
そ
れ
は
樹
め
て
大
ま
か
に
云
へ
ば
儒
家
思
想
と
法
案
忠
怨
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
そ
の

後
は
こ
の
ご
つ
の
問
山
内
叫
が
あ
山
口
紅
へ
る
測
の
如
-L
文
郊
の
舷
神
田
山
畑
山
史
や
貫
流
し

も
と
:
り
時
に
限
じ
て
積
A

の
形
を
よ
」
り
は
し

た
が
、
大
艦
大
し
た
餐
化
も
た
〈
し
て
清
末
外
閣
思
想
の
渡
来
の
時
期
ま
で
績
〈
と
売
ら
れ
る
。
然
る
と
と
ろ
前
漢
の
武
帝
の
と
き

に
儒
教
が

E
教
と
定
め
ら
れ
て
か
ら
後
は
凡
そ
官
吏
た
る
者
は
皆
儒
壌
に
よ
り
登
用
せ
ら
る
る
こ
と
に
な
り
、
従
て
政
治
は
儒
教
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
上
り
て
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
、
法
案
思
怨
も
儒
教
思
想
の
名
の
下
に
行
は
れ
る
に
五
り
、
食
貨
志
の
如
き
も
そ
の
撲
汗

は
も
と
よ
り
儒
撃
の
徒
で
な
け
れ
ば
な
ら
や
、
従
て
そ
の
内
容
は
儒
教
の
ま
揚
か
ら
論
ぜ
ら
れ
、
法
案
思
想
に
も
と
づ
く
政
策
の
如

き
で
す
ら
も
儒
家
思
想
で
蔽
は
れ
る
こ
と
た
し
左
せ
ぬ
。
だ
か
ら
遼
史
食
貨
志
に
於
て
儒
家
忠
惣
が
濃
厚
で
あ
っ
て
も
そ
れ
は
別
に

怪
し
む
に
足
ら
ぬ
。
私
は
こ
う
考
へ
る
。
(
昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
H
)

遼
史
食
究
芯
に
見
ほ
れ
た
る
経
済
息
調
岨

無
四
十
九
巻

八
七
七

第
六
競

月、

七




